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学会レポート
　では、今からあなたはとあるゼミに所属する架空の学生となって、
国際文化情報学会を追体験していくことにしよう。12 月７日、年一
回開催されるこの国際文化情報学会は、国際文化学部すべてのゼミに
とって重要な発表の機会だ。どこか大学内の空気も緊張している。発
表前には会場設営などの準備に追われている運営スタッフや先生の姿
があった。あなたは今日自身のゼミの発表も控えながらも、山ほどの
見たい発表を見学して回ると言う変態的に忙しい状況に置かれてい
る。あなたは発表教室に入り、「まあこんなもんか」と準備を適当に
終えると、早々他の発表を見に向かっていった。
　研究発表会は 13時 40 分という、昼食後ちょうど眠くなる時間帯か
ら開始された。昼食に第一食堂のカレーを食べ終えたあなたは、まず
面白い内容が多いのではと、大学院生の論文発表を聞くことにした。
発表者は池潤兒氏だ。論文を目で追いながら彼女は興味深い内容を話
し出した。発表内容は『日韓大衆における女性映画監督の作品の受容』
である。近年イム・スンレ監督をはじめとした韓国人女性監督は、精
力的に活動しヒット作も生み出しており、そこにはどういった秘密が
あるのか、その日韓比較はどうなっているのかについて、上品な日本
語で滔々と話している。
　日韓の女性監督に注目した論文は未だにないらしくその挑戦心に、
あなたは目を見張った。日韓の女性監督の作品のヒットの秘密は、一
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般の人と同じ目線を大事にして作品を構成していったことではない
か、とあなたはきっと感じたことだろう。韓国人女性監督が気になり
はじめたあなたがそこにいたことだろう。
　その後あなたは、百花繚乱の様相を呈したような発表たちが繰り
広げられている 26階の会場に向かった。そこで待ち受けていたのは、
森村ゼミによって製作されたスカイホール前に設置された壮大なイン
スタレーション作品、『私の大事なもの、見せちゃいます♪（仮）』だっ
た。
　ある個人の思い入れの深いものから浅いものを直線状に並べたこの
作品から、あなたは各々の心の中を垣間見るような体験をした。作品
を鑑賞した後に、個人的に大事なものと、捨ててもいいものを記入す
る用紙があり、そこにあなたはいったい何を書いたのだろうか。
　その後、７作品がひしめき合うＡ会議室へと向かっていた。あなた
は早々ポスター作品を眺めていく。その中の一つにあなたの心に反応
するものがあった。
　それは山下ゼミによる『「神聖な騒音」のゆくえ』だ。日常にある
伝統的な音の中でも近年は騒音として捉えられつつある音、神聖な騒
音があるということを、実に凝ったデザインのポスターの上で伝えて
いる。「そういえばそうかもしれない」とあなたは思わずうなってし
まった。まわりにはどんな神聖な騒音があるのかという疑問がうかび
はじめていた。
　ポスター発表を一巡した後に、あなたは自身のゼミのブースで「誰
も分からないほどアカデミックなのだ」と呟きながらも、わずかにい
る観客に丁寧に説明している。そして観客がいなくなったところで途
端に面倒になって、怠惰な表情で周りのゼミの発表に目を配りだした。
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ふと、その中に気になるゼミの発表があなたの目に飛び込んできた。
　それは重定ゼミによるマリオのようなゲームを置いた『横スクロー
ル型アクションゲームとその他作品たち』の展示であった。あなたは
わずかな興味をもってそれをプレイする。実に巧妙に孔明の罠が仕掛
けられており、初見では到底クリアできないであろう難しさに、あな
たはゲーマーのプライドを傷つけられてしまう。存在と相関図を音に
するプログラムや携帯ペットなどの卒業制作のための、プログラミン
グ技術の体得を目的としてこのゲームが作られたらしい。だがその
キャラのキモさはそれに関係あるのだろうかと疑問を覚えながら、あ
なたはそのブースを離れていった。
　その後あなたはまた大学院生の発表を聞きに行くことにした。『中
国消費市場に進出した外国企業のグローカリゼーション〜ぐるなび上
ポスター発表は気軽に見にいけるのが楽しい。
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海社の事例を中心に〜』と題された論文を書いた羅雁氏の発表を聞く。
発表者は何ゆえ上海なのかというパズルを、日本の万博好況並みの経
済状況であり飲食店の出店もしやすいからという興味深い手法で彼女
は解いてみせる。あなたはビジュアル的にもっと深く理解したいと思
うことだろう。
　小規模の教室内で小規模の観客を前にした論文発表を見ていくうち
に、あなたは「もっと人が多く来ればいいのに、もったいない」と思
うことだろう。論文会場は、メイン会場とも言うべき 26 階から大き
く隔離されており、人も来づらいと投票においても不利に違いない。
部屋の位置が投票結果に現れる非情さをあなたは感じただろう。
　次の発表者の今泉真梨香氏の『1880 年代から 1920 年代のチェコ
じっくり聞ける論文発表。誰も寝てはならぬ。
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における都市計画−フラデツ・クラーロヴェーを例として−』と称さ
れた論文は、見聞きした覚えもないチェコの都市フラデツ・クラーロ
ヴェーの都市計画を題材にしたものである。彼女の述べるその都市計
画の詳細な変遷の話を聞くうちに、あなたは興味を覚えはじめるだろ
う。論文を聞き終わった後にはその都市に行きたいと思うことだろう。
　最後の発表を迎え、ついに国際文化情報学会もついに終焉へ。
　『メーキャップの心理的効果に関する日中比較研究』と題された続
艶傑氏による論文は、配布資料が足りなくなるほどの人気だ。メー
キャップの日中の価値観の違いに迫る彼女の論文は、集中力が切れか
かっていたあなたでも興味を持って話を聞くことができた。ただその
論文は未完成であり、あなたは今後の動向が気になって仕方ないこと
だろう。
　
　その後優秀作品を決める投票結果発表を聞くため、あなたはスカイ
ホールへと足を伸ばした。学費が投じられた豪華絢爛な食事を前に、
あなたは料理に手を延ばすことを禁じえなかった。
　そして結果は発表された。「またも数の論理あらわる」と呟いたあ
なたは、負け惜しみを言いながらただひたすら寿司をほおばり始めた。
　「悔しい。……うまい。」
　いかがでしたでしょうか。
　今回は読者にも追体験できる形で国際文化情報学会報告のレポート
いたしました。読者を架空の学生として話を進めて、臨場感ある形で
表現してみました。
　またただ単にレポートするだけでなく、問題点の提起にも力を入れ
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授賞式後のおいしそうな寿司でゲソ！
向きがばらばらの自由な受賞者たちの笑顔。
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ました。「部屋の場所による観客の格差や、ゼミ参加者の人数の格差
などから不当な投票結果になっているのではないか」という問題点で
す。運営スタッフをしていく中で、26 階以外が隔離されたよう形で、
せっかく良い作品たちがあるのに残念だなと感じたのです。もっと良
い見せ方があるのではと思います。
　たとえば、人数が多く集客力のあるゼミが多少隔離された場所で発
表を行い、人数が少ないゼミなどは好立地な 26階や 25 階を優先的に
利用できるようにすれば良いのではないかと思います。この点の議論
が今後必要なのではないでしょうか。
　またその当日に参加できなかったりした人に対して、論文を公開し
たり、動画を公開していき、国際文化情報学会が内輪だけで終わるの
ではなく、対外的に価値を持たせることをしていくことで前進してい
くのではと思います。
　それにしても面白い国際文化情報学会でした。
　どれも切り口が面白く、ついつい発表に引き込まれてしまいました。
運営スタッフをしているということを忘れてしまうほどでした。また
何より運営スタッフを含め多くの人が楽しそうにやっていたのが印象
に残っています。学生生活最後の四年生にいい思い出が作れました。
　これからも後輩たちが貪欲に常識の壁をぶち破って、もっともっと
面白くしていってほしいと思います。どうせやるなら面白いものをお
ねがいしたいです。以上、国際文化情報学会追体験レポートでした。
ありがとうございました。
2010 年 12 月 21 日
＊発表したゲームなどの作品は後日重定ゼミホームページで公開予定です。
　http://www.edu.i.hosei.ac.jp/~sigesada/zemi
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